
2022年3月期 第3四半期決算短信〔日本基準〕（連結）

2022年2月3日

上場会社名 シンフォニアテクノロジー株式会社 上場取引所 東

コード番号 6507 URL http://www.sinfo-t.jp

代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 斉藤　文則

問合せ先責任者 （役職名） 総務人事部 総務秘書グループ長 （氏名） 中村　達也 TEL 03-5473-1800

四半期報告書提出予定日 2022年2月3日

配当支払開始予定日 ―

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 有

四半期決算説明会開催の有無 ： 無

（百万円未満切捨て）

1. 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 62,297 7.8 3,178 123.6 3,363 162.9 2,320 115.0

2021年3月期第3四半期 57,791 △2.0 1,421 ― 1,279 ― 1,079 ―

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期　　2,119百万円 （△23.8％） 2021年3月期第3四半期　　2,779百万円 （237.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 80.46 ―

2021年3月期第3四半期 36.52 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 113,627 50,805 44.7

2021年3月期 109,353 51,354 47.0

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 50,805百万円 2021年3月期 51,354百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 0.00 ― 35.00 35.00

2022年3月期 ― 0.00 ―

2022年3月期（予想） 45.00 45.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

3. 2022年3月期の連結業績予想（2021年4月1日～2022年3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 96,500 10.5 6,900 41.1 6,800 41.4 4,800 30.5 167.32

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
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※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料7ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧下さい。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 29,789,122 株 2021年3月期 29,789,122 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 1,600,788 株 2021年3月期 302,580 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 28,837,591 株 2021年3月期3Q 29,546,351 株

（注）期末自己株式数には、「株式給付信託（BBT）」が保有する当社株式(2022年3月期3Q 175,200株、2021年3月期 177,300株)が含まれております。ま

　　　た、「株式給付信託(BBT)」が保有する当社株式を、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております（2022年3月期3Q 176,040

　　　株、2021年3月期3Q 177,300株）。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・ 業績予想は現時点において入手可能な情報に基づいており、実際の業績は今後様々な要因によって予想値と異なる結果となる可能性があります。なお、連

　結業績予想についての事項は、添付資料2ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さ

　い。
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売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益
親会社株主に帰属

する当期純利益

1 株 当 た り

当 期 純 利 益

前回予想 (A)

百万円

94,000

百万円

5,900

百万円

5,800

百万円

4,000

円　銭

139.43

今回修正予想 (B) 96,500 6,900 6,800 4,800 167.32

増減額 (B-A) 2,500 1,000 1,000 800 －

増減率 (%) 2.7 16.9 17.2 20.0 －

(ご参考)前期実績

(2021年3月期)

87,312 4,891 4,810 3,677 124.51

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第3四半期連結累計期間(2021年4月1日～2021年12月31日)における当社グループを取り巻く経営環境は、海外

においては、米国景気は個人消費や設備投資は好調を維持、中国景気は製造業の設備投資が増加し回復基調で推移

いたしました。国内においても、民間設備投資の持ち直しの動きが強まり、堅調に推移いたしました。

このような景況の下で、当社グループの当第3四半期連結累計期間の経営成績は、連結売上高につきましては

622億97百万円(前年同四半期比7.8％増)となりました。損益面につきましては、営業利益は31億78百万円(前年同

四半期比123.6％増)、経常利益は33億63百万円(前年同四半期比162.9％増)となり、親会社株主に帰属する四半期

純利益は23億20百万円(前年同四半期比115.0％増)となりました。

なお、当社グループの事業構造として、公共・社会インフラ等の設備関連機器の売上が第2四半期(7～9月)及び

第4四半期(1～3月)に集中する傾向があるため、四半期別の業績には季節的変動があります。

セグメント別の状況は次のとおりであります。

モーション機器事業は、半導体・FA関係向け機器が好調だったモーションコントロール機器部門での増加によ

り、売上高は216億79百万円(前年同四半期比3.8％増)となりました。損益面につきましては、売上高の増加によ

り、営業利益は4億48百万円(前年同四半期比25.8％増)となりました。

パワーエレクトロニクス機器事業は、半導体製造装置向け機器の需要が大幅に増加したクリーン搬送機器部門

での増加により、売上高は287億63百万円(前年同四半期比16.4％増)となりました。損益面につきましては、クリ

ーン搬送機器部門での売上高の増加により、営業利益は19億17百万円(前年同四半期比195.0％増)となりました。

サポート＆エンジニアリング事業は、売上高は118億54百万円(前年同四半期比2.8％減)となりました。損益面

につきましては、工事案件の採算改善により、営業利益は8億47百万円(前年同四半期比103.7％増)となりました。

（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

（総資産）

当第3四半期連結会計期間末における総資産は1,136億27百万円となり、前連結会計年度末より42億73百万円増加

いたしました。これは、主として棚卸資産が95億91百万円増加したこと、現金及び預金が23億12百万円、受取手

形、売掛金及び契約資産が19億56百万円、有形固定資産が6億24百万円、無形固定資産が5億1百万円それぞれ減少し

たこと等によるものであります。

（負債）

当第3四半期連結会計期間末における負債は628億21百万円となり、前連結会計年度末より48億22百万円増加いた

しました。これは、主として支払手形及び買掛金が49億49百万円増加したこと等によるものであります。

（純資産）

当第3四半期連結会計期間末における純資産は508億5百万円となり、前連結会計年度末より5億48百万円減少いた

しました。これは、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上等により利益剰余金が12億82百万円増加したもの

の、自己株式が16億29百万円増加したこと、退職給付に係る調整累計額が1億3百万円減少したこと等によるもので

あります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当社グループの2022年3月期通期の連結業績予想につきましては、第3四半期の業績と今後の見通しを踏まえ、

2021年10月22日に公表いたしました業績予想を修正しております。詳細につきましては、本日（2022年2月3日）公

表いたしました「業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。

2022年3月期通期連結業績予想数値の修正（2021年4月1日～2022年3月31日）

（注）業績予想は現時点において入手可能な情報に基づいており、実際の業績は今後様々な要因によって予想値と

異なる結果となる可能性があります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,359 10,047

受取手形、売掛金及び契約資産 29,564 27,608

商品及び製品 1,512 1,867

仕掛品 7,491 13,139

原材料及び貯蔵品 7,184 10,771

その他 815 1,212

貸倒引当金 △38 △43

流動資産合計 58,888 64,604

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 11,167 10,897

土地 14,575 14,557

その他（純額） 5,123 4,786

有形固定資産合計 30,866 30,241

無形固定資産 2,616 2,114

投資その他の資産

投資有価証券 11,629 11,487

その他 5,521 5,343

貸倒引当金 △169 △165

投資その他の資産合計 16,981 16,666

固定資産合計 50,464 49,022

資産合計 109,353 113,627

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 16,944 21,894

短期借入金 9,170 9,170

１年内返済予定の長期借入金 2,706 3,237

未払法人税等 907 187

製品保証引当金 204 375

受注損失引当金 872 723

その他 8,784 9,012

流動負債合計 39,589 44,600

固定負債

長期借入金 11,914 11,630

役員退職慰労引当金 124 132

役員株式給付引当金 24 43

環境対策引当金 298 3

退職給付に係る負債 2,683 2,788

その他 3,363 3,622

固定負債合計 18,408 18,220

負債合計 57,998 62,821

純資産の部

株主資本

資本金 10,156 10,156

資本剰余金 452 452

利益剰余金 29,007 30,289

自己株式 △333 △1,963

株主資本合計 39,283 38,935

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 5,617 5,550

土地再評価差額金 3,913 3,913

為替換算調整勘定 259 229

退職給付に係る調整累計額 2,280 2,176

その他の包括利益累計額合計 12,071 11,869

純資産合計 51,354 50,805

負債純資産合計 109,353 113,627
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(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

売上高 57,791 62,297

売上原価 46,577 48,851

売上総利益 11,213 13,446

販売費及び一般管理費 9,791 10,267

営業利益 1,421 3,178

営業外収益

受取利息及び配当金 178 213

権利譲渡収入 － 99

移転補償金 90 －

その他 57 236

営業外収益合計 326 549

営業外費用

支払利息 119 108

支払補償費 93 85

その他 256 170

営業外費用合計 468 364

経常利益 1,279 3,363

特別利益

投資有価証券売却益 268 －

特別利益合計 268 －

税金等調整前四半期純利益 1,548 3,363

法人税等 469 1,043

四半期純利益 1,079 2,320

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,079 2,320

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

四半期純利益 1,079 2,320

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,852 △67

繰延ヘッジ損益 0 －

為替換算調整勘定 △179 △30

退職給付に係る調整額 27 △103

その他の包括利益合計 1,700 △201

四半期包括利益 2,779 2,119

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,779 2,119

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

四半期連結包括利益計算書

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

(収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年3月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第1四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該

財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識しております。

　この適用に当たり、収益認識適用指針第98項に定める代替的な取扱いを適用し、製品の国内販売において、出

荷時から当該製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常である場合には、出荷時に収益を認識しており

ます。

　また、工事契約に関しては、従来、工事の進捗部分に成果の確実性が認められる契約については、工事進行基

準を適用しておりましたが、一定期間にわたり履行義務が充足される契約については、履行義務の充足に係る進

捗度を見積り、当該進捗に基づき一定の期間にわたり収益を認識する方法に変更しております。履行義務の充足

に係る進捗度の見積りの方法は、見積総原価に対する発生原価の割合（インプット法）で算出しております。そ

の他の工事契約については、従来と同様に一時点で履行義務が充足される契約として、工事等が完了した時点で

収益を認識しております。なお、工事期間がごく短い契約については代替的な取扱いを適用し、一定の期間にわ

たり収益を認識せず、工事等が完了した時点で収益を認識しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第1四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第1四半期

連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収

益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第1四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従っ

てほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会

計基準第86項また書き(1)に定める方法を適用し、第1四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約変更

について、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第1四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減しております。

　この結果、当第3四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。また、利益剰余金期首残高に与える

影響はありません。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、第1四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示し

ております。

(時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年7月4日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第1四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年7月4日）第44-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が

定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影

響はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント

調整額
(注)1

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)2

モーション
機器

パワー
エレクトロ
ニクス機器

サポート＆
エンジニア

リング
計

売上高

外部顧客への売上高 20,891 24,703 12,196 57,791 － 57,791

セグメント間の内部売上高
又は振替高

123 622 2,761 3,507 △3,507 －

計 21,015 25,326 14,957 61,299 △3,507 57,791

セグメント利益又は損失(△) 356 650 416 1,422 △0 1,421

（単位：百万円）

報告セグメント

調整額
(注)1

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)2

モーション
機器

パワー
エレクトロ
ニクス機器

サポート＆
エンジニア

リング
計

売上高

外部顧客への売上高 21,679 28,763 11,854 62,297 － 62,297

セグメント間の内部売上高
又は振替高

158 547 3,006 3,713 △3,713 －

計 21,838 29,311 14,861 66,011 △3,713 62,297

セグメント利益又は損失(△) 448 1,917 847 3,213 △35 3,178

（セグメント情報）

Ⅰ　前第3四半期連結累計期間(自　2020年4月1日　至　2020年12月31日)

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(注)1 セグメント利益又は損失(△)の調整額は、セグメント間取引消去等であります。

　　2 セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益又は営業損失と調整を行っております。

Ⅱ　当第3四半期連結累計期間(自　2021年4月1日　至　2021年12月31日)

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(注)1 セグメント利益又は損失(△)の調整額は、セグメント間取引消去等であります。

　　2 セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益又は営業損失と調整を行っております。
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2022年3月期〔2021年度〕　第3四半期決算補足説明資料（連結）

シンフォニアテクノロジー株式会社

1.決算概要

（単位：百万円）

2020年度 2021年度 前年同期比増減

第3四半期累計（A） 第3四半期累計（B） （B）-（A） 増減率

売上高
57,791 62,297 4,506 7.8%

(％) 2.5% 5.1% 2.6%
営業利益

1,421 3,178 1,756 123.6%

(％) 2.2% 5.4% 3.2%
経常利益

1,279 3,363 2,084 162.9%

(％) 1.9% 3.7% 1.8%
親会社株主に帰属する
四半期純利益 1,079 2,320 1,241 115.0%

2.セグメント別情報

（1）売上高・営業利益

2020年度 2021年度 前年同期比増減

第3四半期累計（A） 第3四半期累計（B） （B）-（A） 増減率

%

%

パワーエレクトロ %
ニクス機器

%

サポート＆ %
エンジニアリング

%

%

%

12,196

57,791

847

11,854

△ 34△ 35△ 0

431

-

416

195.0

91

123.61,756

4,506

△ 341

-

-

7.8

△ 2.8

103.7

1,421

-

62,297

-

3,178

売上高
合計

調整額
売上高

営業利益

2022年2月3日

（単位：百万円）

25.8

24,703 16.4

356 448

3.8

4,059

21,679

28,763

20,891

1,917 1,267

788

営業利益

営業利益

650

モーション機器
売上高

売上高

売上高

営業利益

営業利益

1 



（2）受注高

2020年度 2021年度 前年同期比増減

第3四半期累計（A） 第3四半期累計（B） （B）-（A） 増減率

20,805 27,421 6,615 31.8%

25,583 37,654 12,071 47.2%

14,285 14,264 △ 20 △ 0.1%

60,674 79,341 18,666 30.8%

（3）受注残高

2020年度 2021年度 前年同期比増減

第3四半期累計（A） 第3四半期累計（B） （B）-（A） 増減率

25,344 32,240 6,895 27.2%

21,743 26,768 5,025 23.1%

10,674 9,806 △ 867 △ 8.1%

57,762 68,815 11,053 19.1%

3.海外売上高

2020年度 2021年度 前年同期比増減

第3四半期累計（A） 第3四半期累計（B） （B）-（A） 増減率

12,667 16,505 3,837 30.3%

 海外売上高比率(％) 21.9% 26.5% 4.6%

4.設備投資、減価償却費及び研究開発費

2020年度 2021年度 前年同期比増減

第3四半期累計（A） 第3四半期累計（B） （B）-（A） 増減率

1,239 1,286 47 3.9%

2,376 2,392 15 0.7%

1,962 1,980 17 0.9%

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

サポート＆エンジニアリング

パワーエレクトロニクス機器

モーション機器

研究開発費

モーション機器

パワーエレクトロニクス機器

サポート＆エンジニアリング

合計

設備投資

海外売上高

減価償却費

合計

2 


